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研究成果の概要（和文）：2020年度から小学校でプログラミング教育が必修化されたが、小学校での本格実施に
向けて、プログラミング教育が始まる意味の再確認とともに、具体的なカリキュラム設計、関連するツールの開
発、教員養成課程学生向けの授業実践及びメンターの育成、教員免許状更新講習などによる現職教員への研修な
ど、提言や実践研究を行った。

研究成果の概要（英文）：Programming education became compulsory in elementary schools from 2020. In 
this study, we made recommendations and practices regarding the significance of elementary school 
programming, curriculum design, tool development, guidance, and training.

研究分野： プログラミング教育

キーワード： 小学校プログラミング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
プログラミング教育の低年齢化に関しては世界中で急務であるが、日本の小学校では教科横断的な位置づけにな
るなど、まだまだ現場の先生頼りのところがあり必ずしも順調には進んでいない。本プロジェクトでは教員養成
を行う教育大学の利点を生かした様々な提唱や実践研究を行っており、プログラミング教育を担う教員にも大い
に参考になると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年、ICT の急速な発展により社会情勢は大きく変わった。コンピュータの性能は劇的に向上
し、それを取り巻く環境も大きく進化した。第四次産業革命や Society5.0 などとも言われてい
るが、特に、AI、IoT、ビッグデータ、ロボットなどの技術が大きく躍進した関係で様々な職業
にも大きな影響を及ぼしており、2015 年には野村総合研究所から「10～20 年後に、日本の労働
人口の 49％が人工知能やロボット等で代替可能」との試算も発表されている。 
教育現場もまた例外ではない。学習指導要領はおおよそ 10 年ごとに改定されるが、特に大き

な変更があった項目の一つが、2020 年度から小学校でプログラミング教育が必修となったこと
である。また、その後順次実施される中学校、高等学校においても、プログラミング教育はほぼ
倍増という流れになっている。 
プログラミング教育の低年齢化は世界各国で起きており、それは今後も急速成長が見込まれ

る AI 開発などの人材育成が主な目的ではあるが、様々な職業が AI やロボットなどに置き換わ
ることを考慮すれば AI 市場などのパイの奪い合いという側面もある。すなわち、導入が急務だ
ったため、かなり強引に導入された感は否めず、教育現場では大きな混乱を招いた（招いている）
ことは事実である。 
 
２．研究の目的 
 周知の通り、2020 年度から小学校でプログラミング教育が必修となった。プログラミング教
育の低年齢化に関しては世界情勢から考えても必然的な側面があったと考えられる。海外では
ICT 専用の科目が設けられた国もあるが、日本では様々な要因から ICT 専用の科目は設けられ
ず、既存の科目の中でプログラミング教育を行う教科横断的な学習という形になっている。 
 また、小学校で求められるプログラミング教育はコーディングの習得ではなく、プログラミン
グ的思考力の獲得などである。プログラミングを行う科目は限定されず、必要に応じてコンピュ
ータを用いないプログラミング教育、いわゆるアンプラグドプログラミングも許されている。し
かしながら、背景でも述べた通り最終的には AI 開発など実用的なプログラミングを行う人材も
求められることから、1 年生から 6 年生のすべての時間でコンピュータを使わないプログラミン
グだけというのは禁止になっている。このような複雑な事情もあり、これらすべてを現職教諭に
委ねるのは極めて困難な状態に陥っている。 
 そこで、本プロジェクトではプログラミング教育の低年齢化を視野に入れた指導、設計、実践、
開発を行うものとする。本科研費プロジェクトのメンバーは全員が愛知教育大学の教員である
が、本学は教育大学であり、多くの教員を生み出している機関であるため、小学校プログラミン
グ教育必修化における役割は極めて大きい。 
 
３．研究の方法 
本プロジェクトの対象は小学校に限るものではないが、学習指導要領の施行の順番なども鑑

み、差し当たり、大学と小学校が連携したプロジェクトが中心になるものとして計画を進めた。
本プロジェクトの拠点となるのは大学（愛知教育大学）ではあるが、プロジェクトを遂行するに
あたっては様々な関係部署との連携が必要となる。また、本学が教育大学であることも踏まえて、
大きく分けて以下の８項目を考えた。 
 

A) 小学生に教えるべきプログラミングとは何かなど、授業内容に関する情報収集、および提言
等 

B) カリキュラム設計、および小学校への提案 
C) 教育現場（小学校）での実践と検証 
D) 教育現場で実践する学生（メンター）の育成 
E) 現役教員に対する研修機会の提供（教員免許状更新講習） 
F) 教員養成課程での授業設計、および授業実践 
G) 生涯教育を視野に入れた教材開発 
H) プログラミング教育サポートシステムの開発 
 
これら８項目は、お互いに連携しながら同時並列的に実施した。教員養成課程での授業設計、

授業実践、メンター育成においては、学内カリキュラムの変更で対応（新規授業の立ち上げなど）、
現職教員に対する研修機会の提供としては教員免許状更新講習の立ち上げや教員を対象とした
講習会の実施や勉強会への参加など、主に本学教員が直接行う。また、小学校での本学学生によ
るプログラミング授業の実施、教材やシステムの開発に関しては、卒業研究などで本学学生が主
に行う形で対応した。 
 
 
 



４．研究成果 
 
当初の計画では申請期間３年間のうち、最初の１年は情報収集や大学での教材作りなど、準備

的な内容が中心となり、教育現場での実践は２年目以降になると予想していた。しかしながら、
本プロジェクト開始の 1年前となる 2016 年度から学内のプロジェクト経費（学長裁量経費）で
情報収集を進めていたこともあり、幸いなことに１年目から実践に協力してくれる小学校がす
ぐに見つかったため、最初の年から実践的研究が大きく進んだ。最初の年に協力してくれた小学
校においては、5年生、6年生の総合的な学習の時間においてプログラミング授業を実践したが、
この小学校の多大なる協力の結果、5 年生 12 コマ（2 コマ連続授業×6 日）、6 年生 14 コマ（2
コマ連続授業×7日）というロングバージョンの授業実践を行うことができた。実際には 2コマ
連続の授業を毎週行ったので、5年生で 6週間、6年生で 7週間授業を行ったことになる。この
実践では主にスクラッチを用いて授業を行ったが、設計シートの作成、PDCA サイクル、プログ
ラミング的思考、主メンターとサブメンターの連携など、様々な観点からのデータ収集を行うこ
とができた。１年目の実践で一定の成果が得られたこともあり、2年目からは協力を申し出てく
れる小学校が大幅に増えた。1年目の長期演習（12コマなど）とは異なり比較的短め（2コマや
4コマ等）で対応したことも協力校が増えた理由だと考えている。先方から「何コマでお願いし
たい」のような要望を聞いてから、それに合わせて授業設計を行った。その結果、ショートバー
ジョンの授業に関するノウハウも大幅に増えた。その後も順調に増え、刈谷市、知立市、みよし
市、豊田市、高浜市、名古屋市、安城市、西尾市など 20 を超える小学校の協力を得られて実践
授業を行った。（今なお、継続的なものも多数ある。） 
授業の実践の際に学校（小学校など）の協力が必要なことは当然であるが、プログラミングと

いうジャンルの場合、他にも複数の協力が必要となる（図１）。プログラミング授業で具体的に
実践したものとしては、アンプラグドプログラミング、スクラッチ、ビスケット、スクラッチジ
ュニア、Studiuno、mbot、micro:bit 、ロボホンなどがあるが、完全なアンプラグドプログラミ
ングを除けば、何らかの ICT 機器を用いた学習
になるため、インフラの調整が必要となる場合
もある。また、トラブル発生時に専門知識が必
要となることも多いため、ICT 支援員の協力な
ども極めて有効である。また、特にロボットな
どのハードウェアを用いて実習を行う場合に、
企業等の協力が必要不可欠である。本プロジェ
クトではそのようなネットワーク構築にも一定
範囲貢献できたと考えている。 
大学が中心となって行ったもの（場所の提供

という意味も含めて）としては、教員免許状更
新講習などがある。2017 年度の冬季教員免許状
更新講習で『選択：小学校におけるプログラミング教育』を新規に立ち上げ、その後、夏季教
員免許状更新講習で毎年実施するようにした（ただし、2020 年度は新型コロナウィルスの関係
で中止となった）。また、小学校プログラミングを念頭においた教員養成課程学生向けのプログ
ラミング教育授業として、教育科目の選択科目（本学では E選科目と呼ぶ）を 2018 年度に新設
し、その後、毎年実施している。この両者は対象も実施コマ数も異なるが、現職教員と教員を目
指す学生との関係もあるため、それぞれで得られた結果を反映させる形で実践を行っている。 
また、本プロジェクト等で得られた情報を敷衍する取り組みの一つとして、小学校などに出向

く形での教員研修会（講演会）も複数実施できた。みよし市、名古屋市、あま市、田原市、豊田
市などで行っており、一つの市の複数校からの依頼や、一つの学校や自治体からの複数回依頼な
どもあった。（今なお、継続的な研修会もある。） 
2019 年度の 12月には、愛知教育大学において、小学校におけるプログラミング教育導入の普

及・促進のためのシンポジウムを開いた。シンポジウムでは実践で使用した指導案なども公開し
ており、様々なレベルでの情報交換ができたと考えている。 
なお、当初申請したのは 2017 年度から 2019 年度末までの 3 年間だったが、2020 年度に継続

して実践してほしいとの要望がいくつかの小学校からあり、また、継続的に行いたい研究もあっ
たため、予算を一部繰り越して 1年間延長した。本来はそこでいくつかの実践研究とそれをもと
にした研究発表を行う予定だったが、新型コロナウィルスの関係でスケジュールが大幅に崩れ
てしまったため、一部、最終的な報告に間に合わず、2021 年度発表予定になってしまったもの
もある。ただし、本プロジェクトの実質的な継続課題である JP20K03207 が採択されたため、今
後はそちらに引き継いで実践報告していく予定である。 

図 1 教育大学の果たす役割 
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小学校プログラミング教育に関する教員研修について 
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低学年向け教育を意識した情報科学教材に関する一考察 
https://aue.repo.nii.ac.jp/ 
演劇的手法を用いたアンプラグド・プログラミング教育:ものづくりフェスタでの実践 
https://aue.repo.nii.ac.jp/
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